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第36回ＪＡ愛媛県大会
夢と活力ある愛媛の「農業」と「くらし」づくり
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江
戸
時
代
に
土
佐
と
伊
予
を
結
ん
だ
旧
松
丸
街
道
沿
い
の
風

景
に
溶
け
込
む
「
正
木
正
光
酒
造
場
」。
創
業
者
の
正
木
正
光

氏
は
「
酒
は
大
部
分
が
水
、
良
い
酒
造
り
に
は
良
い
仕
込
み
水

が
必
要
」
と
、
敷
地
内
に
横
井
戸
を
掘
り
ま
し
た
。
鉄
分
が
少

な
く
良
質
の
、
四
万
十
川
最
大
級
の
支
流
・
広
見
川
の
湧
水
で

す
。
正
光
氏
は
闘
牛
を
所
有
し
、
そ
の
名
は
「
野
武
士
」。
軽

量
な
が
ら
も
負
け
知
ら
ず
で
、
横
綱
を
張
る
大
層
人
気
の
牛
で

し
た
。
戦
後
、
2
代
目
は
そ
の
牛
に
あ
や
か
り
、
銘
柄
を
「
野

武
士
」
と
し
ま
す
。
荒
々
し
く
も
勢
い
の
あ
る
「
野
武
士
」
を

イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
辛
口
酒
。
目
指
す
の
は
、
た
だ
辛
口
一
辺
倒

で
な
く
、
濃
醇
さ
も
兼
ね
備
え
た
ま
ろ
や
か
な
酒
を
、「
小
規

模
だ
か
ら
失
敗
は
で
き
な
い
」
と
、
一
本
一
本
丹
精
込
め
た
手

づ
く
り
で
。

　
地
元
・
松
野
は
県
内
で
一
番
小
さ
な
町
。
異
彩
を
放
つ
そ
の

名
称
は
、
今
や
町
の
活
性
化
を
担
う
ゆ
る
キ
ャ
ラ
「
の
ぶ
し
く

ん
」
と
な
っ
て
活
躍
中
で
す
。「
町
ぐ
る
み
で
広
見
川
を
清
掃

し
た
り
と
、酒
は
町
に
育
て
ら
れ
、町
と
共
に
生
き
て
き
た
」と
、

現
代
表
の
正
木
啓
介
さ
ん
。
行
政
と
一
体
化
し
た
町
お
こ
し
に

加
え
て
、
全
国
酒
販
生
活
協
同
組
合
副
会
長
、
愛
媛
県
小
売
酒

販
組
合
連
合
会
会
長
職
を
兼
務
さ
れ
「
百
薬
の
長
と
な
る
飲
み

方
を
推
進
し
て
い
き
た
い
」
と
、
広
い
視
野
で
、
節
度
あ
る
消

費
拡
大
を
牽
引
し
て
い
く
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。

有限会社正木正光酒造場 
代表銘柄	 野武士
創　　業	 1905年（明治38年）
代 表 者	 代表取締役　正木　啓介　
住　　所	 北宇和郡松野町松丸178　
T E L	 0895-42-1128

▼

松
野
町
の
中
心
部
、
人
が
往
来
す
る
三
叉
路
に
立
つ
正
木
正
光
酒
造
場

▼
裏
山
を
掘
っ
た
横
井
戸
の
入
口
。

約
20
ｍ
奥
ま
で
続
く

愛
媛
の
酒
蔵
め
ぐ
り

野
武
士

６
▲（右）純米吟醸生原酒「野武士」。独特
の風味と、日本酒本来の味わいと香り
が格別のしぼりたて。野武士の顔が横
を向くラベル・イラストも実にユニーク。
　（左）「しずく媛」は純米吟醸酒。濃醇
旨口タイプでまろやかな口当たりが特徴
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愛媛の酒蔵めぐり⑥〜㈲正木正光酒造場

●2　 　〈特集〉第36回ＪＡ愛媛県大会

	 	夢と活力ある愛媛の「農業」と「くらし」づくり
	 〜農業者の所得増大と地域の活性化に向けた改革への挑戦〜

●8　 　 THE・ねっとわーく

●9　 　 統計BOX

●10　　 ふるさと  ESSAY  VOL.248

愛媛ってあったかい！
 平繁　かなえさん

●12　　 TOPIC NEWS

●15　　 なんでもBOX

●16　　 READERS通信

NOW  NOW  COOKING
〈今月の素材〉春菊

※『あぐり〜ど』は、「愛媛農業（Agriculture）」を「リード（Lead）
する」という意味と「心を一つにする（Agreed）」という意味を
込めています。

JA全農えひめ情報

私たちは「安心」を3つの視点で考えます。

○	営農と生活を支援し、元気な産地
づくりに取り組みます。

○	安全で新鮮な国産農畜産物を消費者
にお届けします。

○	地球の環境保全に積極的に取り組み
ます。

全農グループの経営理念

私たち全農グループは、
生産者と消費者を安心で結ぶ

懸け橋になります。

ホームページ
http://www.eh.zennoh.or.jp

JA全農えひめ

■JA全農えひめ「えひめの食」企画
　　　http://www.eh.zennoh.or.jp/ehimenosyoku/
　　　※「えひめの食」では、旬の農産物情報を発信しています。

◆㈱えひめ飲料　
　　　http://www.ehime-inryo.co.jp

◆JAえひめアイパックス㈱
　　　http://www.iyokkora.jp/

◆JAえひめ物流㈱
　　　http://www.jat-ehime.co.jp/

◆JAえひめフレッシュフーズ㈱　
　　　http://fresh-ranran.jp/

◆㈱ひめライス　
　　　http://www.himerice.jp/

◆JAえひめエネルギー㈱　
　　　http://www.ja-ehimeene.co.jp　

　薪ストーブであったかい部屋の中。み
んなで作ったとんがり帽子、クリスマス
ツリーやリース、飾りつけも出来上が
り、あとは料理を待つばかり。あつあつ
シチューは旬のカブや里芋が入っている
のかな？　プレゼントを背負った園長先
生サンタさんを見つけてしまった園児に
「しーっ」と口止め、守れるかな？　も
うすぐ楽しいクリスマス会が始まります。
●表紙：幼稚園のクリスマス会
　　　　はら　ふみ（イラストレーター）
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お
い
て
も
地
域
間
格
差
が
広
が
る
中
で
、

持
続
可
能
な
愛
媛
農
業
の
実
現
に
向
け
た

「
農
業
者
の
所
得
増
大
」「
農
業
生
産
の
拡

大
」
へ
の
挑
戦
と
し
て
以
下
の
項
目
を

J
A
グ
ル
ー
プ
愛
媛
の
自
己
改
革
最
重
点

実
施
分
野
と
位
置
付
け
、
全
て
の
J
A
で

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
組
合
員

の
営
農
と
く
ら
し
の
課
題
に
向
き
合
う
事

業
・
組
織
活
動
を
通
じ
て
、
生
活
イ
ン
フ

ラ
機
能
の
発
揮
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

活
性
化
等
に
よ
る
「
地
域
の
活
性
化
」
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

J
A
は
そ
れ
ぞ
れ
の
実
施
分
野
に
つ
い

て
、
地
域
実
態
に
応
じ
た
取
り
組
み
内
容

を
中
期
経
営
計
画
・
単
年
度
事
業
計
画
等

に
落
と
し
込
む
と
と
も
に
、
自
己
改
革
工

程
表
を
策
定
し
、実
践
管
理
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
必
要
な

経
営
課
題
に
つ
い
て
は
、
J
A
の
実
態
に

応
じ
て
対
応
し
て
い
き
ま
す
。特
に
組
織
・

事
業
の
見
直
し
に
よ
る
経
営
資
源
の
再
配

分
、組
合
員
の
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
メ
ン
バ
ー

シ
ッ
プ
」
へ
の
取
り
組
み
、
農
協
運
動
者

と
し
て
の
役
職
員
づ
く
り
を
重
点
的
に
進

め
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
J
A
グ
ル
ー
プ
愛
媛
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
な
広
報
活
動

を
通
じ
て
組
合
員
・
地
域
住
民
に
幅
広
く

ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま

す
。

■
J
A
グ
ル
ー
プ
の
め
ざ
す
姿

　

J
A
グ
ル
ー
プ
愛
媛
で
は
、
前
回
の
第

35
回
J
A
大
会
に
お
い
て
、
10
年
後
め
ざ

す
姿
を
掲
げ
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

今
般
の
農
協
改
革
等
に
よ
る
情
勢
変
化
を

踏
ま
え
て
も
、
わ
た
し
た
ち
の
め
ざ
す
姿

に
つ
い
て
は
、
そ
の
方
向
性
が
変
わ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
引

き
続
き
以
下
の
と
お
り
め
ざ
す
姿
の
実
現

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
ま

す
。

○�

消
費
者
の
信
頼
に
こ
た
え
、
安
全
で
安

心
な
県
産
農
畜
産
物
を
持
続
的
・
安
定

的
に
供
給
で
き
る
地
域
農
業
を
支
え
、

農
業
所
得
の
向
上
を
支
え
る
姿

○�

総
合
事
業
を
通
じ
て
地
域
の
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
の
一
翼
を
担
い
、
協
同
の
力
で
豊

か
で
暮
ら
し
や
す
い
地
域
社
会
の
実
現

に
貢
献
し
て
い
る
姿

○�
次
世
代
と
と
も
に
、「
食
と
農
を
基
軸

と
し
て
地
域
に
根
ざ
し
た
協
同
組
合
」

と
し
て
、
存
立
し
て
い
る
姿

　
■
J
A
グ
ル
ー
プ
愛
媛
の
自
己
改
革

　
（
３
か
年
計
画
最
重
点
実
施
）

　

人
口
減
少
・
高
齢
化
が
進
み
、
県
内
に

特集・第36回ＪＡ愛媛県大会

夢と活力ある愛媛の「農業」と
「くらし」づくり

～農業者の所得増大と地域の活性化に向けた改革への挑戦～

　ＪＡグループ愛媛は、12月14日、松山市のＪＡ愛媛で、「第36回ＪＡ愛媛県大会」を開催しま
した。
　大会には、ＪＡグループ愛媛の生産者組織代表者、ＪＡ役職員など約250人が出席。「活力ある
愛媛の「農業」と「くらし」づくり～農業者の所得増大と地域の活性化に向けた改革への挑戦～」
を基本方針として、ＪＡグループの今後３年間の取組みを決議しました。
　また、「TPP対策運動の継続・強化に関する特別決議」を満場一致で採択し、国会批准に向け食料・
農業・農村を守るための運動に取り組むことを確認しました。
　今回は、大会決議内容を抜粋して紹介します。

基
本
的
方
向
性
に
つ
い
て

2



に
応
じ
た
生
産
量
の
拡
大
、
③
生
産
コ
ス

ト
の
引
き
下
げ
に
つ
い
て
、
重
点
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

J
A
で
は
「
販
売
品
取
扱
高
の
拡
大
」

を
共
通
目
標
と
掲
げ
、
厳
し
い
環
境
の
中

１
．�

J
A
グ
ル
ー
プ
愛
媛
営
農
・
経
済
改

革
実
践
運
動
の
展
開

　
「
農
業
者
の
所
得
増
大
」「
農
業
生
産
の

拡
大
」
の
実
現
に
向
け
、
平
成
27
年
度
か

ら
平
成
30
年
度
ま
で
を
改
革
集
中
期
間

と
し
て
、
J
A
営
農
・
経
済
事
業
の
改
革

を
進
め
る
「
農
業
者
の
所
得
増
大
の
た
め

の
J
A
グ
ル
ー
プ
愛
媛
営
農
・
経
済
改

革
実
践
運
動
」（
以
下
「
J
A
グ
ル
ー
プ

愛
媛
営
農
・
経
済
改
革
実
践
運
動
」）
を

J
A
・
連
合
会
・
中
央
会
が
一
体
と
な
っ

て
展
開
し
ま
す
。

　

ま
た
、
T
P
P
大
筋
合
意
の
情
勢
を
受

け
、「
農
業
者
の
所
得
増
大
」「
農
業
生
産

の
拡
大
」
の
実
現
に
は
、
よ
り
一
層
の
政

府
・
行
政
か
ら
の
政
策
支
援
が
必
要
で
あ

り
、
J
A
グ
ル
ー
プ
愛
媛
は
政
府
・
行
政

に
対
し
て
、
担
い
手
育
成
や
経
営
所
得
安

定
対
策
な
ど
、
農
業
政
策
の
確
立
を
求
め

て
い
き
ま
す
。

（
１�

）
愛
媛
県
営
農
・
経
済
革
新
プ
ラ
ン
の

実
践

（
２�

）
愛
媛
農
業
の
振
興
に
向
け
た
担
い

手
の
育
成
・
支
援

①�

新
規
就
農
者
（
若
年
者
、I
U
タ
ー
ン
、

◇
最
重
点
実
施
分
野

　
「
農
業
者
の
所
得
増
大
」
の
考
え
方

　
「
農
業
者
の
所
得
増
大
」
の
実
現
に
向

け
て
、
①
販
売
事
業
改
革
へ
の
取
り
組
み

等
に
よ
る
販
売
単
価
の
ア
ッ
プ
、
②
需
要

で
も
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
取
扱
高
拡
大

を
実
現
で
き
る
か
、
組
合
員
と
と
も
に
課

題
と
目
標
を
共
有
化
し
、
そ
の
実
現
の
た

め
の
具
体
的
な
施
策
を
設
定
し
、
着
実
な

実
践
を
は
か
り
ま
す
。

［ＪＡグループ愛媛のめざす姿］

消費者の信頼にこたえ、安全で安心な国
産農畜産物を持続的・安定的に供給でき
る地域農業を支え、農業者の所得増大を
支える姿。

総合事業を通じて地域の生活インフラ機
能の一翼を担い、協同の力で豊かでくら
しやすい地域社会の実現に貢献している
姿。

次世代とともに、「食と農を基軸として地
域に根ざした協同組合」として、存立して
いる姿。

①持続可能な愛媛農業の実現 ②豊かでくらしやすい地域社会の実現

③協同組合としての役割発揮

「食と農を基軸として地域に根ざした協同組合」の確立

地域の活性化

●消費者の信頼にこたえ、安全で安心な国産農畜産物を持続的・安定的に供給
できる地域農業を支え、農業者の所得増大を支える姿

●総合事業を通じて地域の生活インフラ機能の一翼を担い、協同の力で豊かで
くらしやすい地域社会の実現に貢献している姿

●次世代とともに、「食と農を基軸として地域に根ざした協同組合」として、
存立している姿

※ＪＡグループ愛媛の自己改革をすすめ、めざす姿の実現に向けた取り組みを
加速化していきます。

ＪＡグループ自己改革

農業者の所得増大
農業生産の拡大最重点

実
践
事
項

　
「
農
業
者
の
所
得
増
大
」

　
「
農
業
生
産
の
拡
大
」
へ
の
挑
戦

図１　ＪＡグループ愛媛のめざす姿の実現に向けて
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会
・
中
央
会
等
で
構
成
す
る
愛
媛
県
担
い

手
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

　

特
に
、担
い
手
へ
出
向
く
体
制
の
構
築
・

支
援
、
農
業
経
営
管
理
支
援
、
行
政
等
関

係
機
関
と
連
携
し
た
新
規
就
農
支
援
、
集

落
営
農
の
組
織
化
・
法
人
化
な
ど
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
J
A
個
別
支
援
を
強
化
す

る
と
と
も
に
、
一
体
的
な
サ
ポ
ー
ト
体
制

の
構
築
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

②�

「
農
業
所
得
増
大
・
地
域
活
性
化
応
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
活
用

　

農
業
者
の
所
得
増
大
と
持
続
可
能
な
農

業
経
営
の
実
現
の
た
め
、
輸
出
の
取
り
組

み
、
６
次
産
業
化
、
高
付
加
価
値
化
、
担

い
手
の
初
期
投
資
を
軽
減
す
る
た
め
の
支

援
、
担
い
手
へ
の
経
営
サ
ポ
ー
ト
、
新
規

就
農
者
を
育
成
・
確
保
す
る
取
り
組
み
へ

の
支
援
な
ど
、
J
A
営
農
・
経
済
改
革
の

取
り
組
み
を
総
合
的
に
支
え
る
た
め
に
創

設
し
た
「
農
業
所
得
増
大
・
地
域
活
性
化

応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
お
よ
び
「
J
A
バ
ン

ク
え
ひ
め
版
の
農
業
所
得
増
大
・
地
域
活

性
化
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
J
A
グ
ル
ー

プ
愛
媛
と
し
て
積
極
的
に
活
用
し
、
J
A

営
農
・
経
済
改
革
実
践
運
動
を
着
実
に
実

践
し
ま
す
。

（
５�

）
地
域
農
業
の
確
立
に
向
け
た
農
政

運
動
体
制
の
強
化

　　

（
４�

）
担
い
手
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
設

置
に
よ
る
J
A
の
支
援
の
強
化

①�

愛
媛
県
担
い
手
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

設
置

　
「
農
業
所
得
増
大
・
地
域
活
性
化
応
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
活
用
し
、
J
A
営
農
・

経
済
改
革
実
践
運
動
の
展
開
に
よ
る
担
い

手
育
成
や
J
A
総
合
事
業
に
よ
る
事
業
支

援
の
強
化
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
連
合

定
年
帰
農
）
の
育
成
・
確
保

②�
集
落
営
農
組
織
・
法
人
の
育
成
・
確
保

と
農
地
利
用
集
積
の
取
り
組
み
強
化

③�

果
樹
・
野
菜
地
帯
に
お
け
る
生
産
基
盤

の
強
化

④�

J
A
本
体
ま
た
は
J
A
出
資
型
農
業
法

人
に
よ
る
農
業
経
営
を
通
じ
た
地
域
農

業
へ
の
支
援

⑤�

多
様
な
担
い
手
の
支
援
に
よ
る
地
域
農

業
振
興

⑥�

担
い
手
に
対
応
し
た
総
合
的
な
農
業
経

営
管
理
支
援
の
強
化

（
３
）
営
農
・
経
済
部
門
の
体
制
強
化

①�

営
農
・
経
済
部
門
へ
の
経
営
資
源
の
シ

フ
ト

②�

専
門
営
農
指
導
員
の
充
実
・
育
成

③�

営
農
指
導
員
の
育
成
に
向
け
た
人
事

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
確
立

ＪＡグループ愛媛営農・経済改革実践運動

農
業
者
の
所
得
増
大
・
農
業
生
産
の
拡
大

地
域
の
活
性
化

営
農
・
経
済
事
業
の
抜
本
的
強
化

【ＪＡ】ＪＡ地域農業戦略の加速化に向けたＪＡ営農・経済改革プランの策定

【愛媛県】県域営農・経済革新プランの策定・実践
（ＪＡ愛媛県大会決議の実践加速化と次期決議の策定・実践）

27年度
ＪＡ地域農業戦略の点
検とＪＡ営農経済改革
プランの策定

28年度以降
次期戦略の策定検討、
次期戦略の実践
（PDCAサイクル）

〈目標・指標の設定〉
農業者の所得増大、農業生産の拡大、ＪＡ販売高拡大の目標等

〈早急に具体化・実践をすすめる重点事項〉
①　担い手の育成・事業支援　　②　担い手への農地集積・法人化
③　集落営農の組織化　　　　　④　新たなＪＡ生産販売戦略
○　品目別生産販売戦略　　○　購買事業の見直し
○　営農経済の革新をはかる組織運営・ガバナンスの確立　等

27年度
県域プランの策定と実
践、次期大会決議の検討

28年度以降
県域プランの実践、次
期戦略策定の支援、ＪＡ
への個別支援（PDCA
支援）

〈目標・指標の設定〉
農業者の所得増大、農業生産の拡大、ＪＡ販売高拡大の目標等
〈早急に具体化・実践をすすめる重点事項〉
①　担い手の育成・事業支援サポート
②　担い手への農地集積・法人化
③　集落営農の組織化　　④　県域ＪＡ生産販売戦略
○　品目別生産販売戦略　　○　購買事業の見直し
○　営農経済の革新をはかる組織運営・ガバナンスの確立　等

部
会
・
組
織
・
大
規
模
経
営
体

営農経済部門への人材シフト ＪＡ営農・経済人材育成支援

営農企画部門の充実
集落営農・法人化推進担当者の設置
地域営農ビジョンの策定
農家経営コンサル

地域営農ビジョン策定支援
TAC活動情報提供
担い手金融リーダーの育成
農家経営コンサル研修
営農指導員資格認証試験
人材育成研修会
栽培技術講習会
多様な販売チャネルの提案

営農指導部門の技術力アップ
専門指導員の育成

販売企画部門の充実

（ＪＡ） （県域）

図２　「ＪＡグループ愛媛営農・経済改革実践運動」の全体イメージ

図３　営農・経済事業の体制強化（イメージ）

経済界 関係団体・大学等

ＪＡ

担い手サポートセンター
中央会・連合会・県農業金融センター

•輸出インフラへの出資
•日本食の発信応援　等

•６次化・マッチング応援
•全農・経済界の連携支援等

•規模拡大等応援（リース等）
•コスト低減応援（新技術普及等）
•経営高度化応援（コンサル）

•地域農業の充実応援（利子補給）
•環境応援（再エネ）
•雇用応援（新規就農等）
•地域ネットワーク応援（みらい基金）

①グローバルな
食市場獲得応援

商社・物流、食品企業、リース会社、大手銀行、商工会等 各種農業関係団体、政策金融機関、政府外郭団体等

連携

②農畜産物の
付加価値向上応援

③担い手の規模
拡大等効率化応援

④地域活性化等応援

輸出による
海外需要の
取込み

担い手
経営体
（大規模）

多様な
担い手

恒例生産者応援
（直売所等活性化）

所得増大所得増大

６次産業化
等による
付加価値向上

カット野菜

集落営農
新規就農
ＪＡ出資法人

６次化応援
地産地消応援

（農村雇用の創出）

図４　農業所得増大・地域活性化応援プログラムの取り組み（イメージ）
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ま
た
、
従
来
の
量
販
店
対
応
に
加
え
、

変
化
す
る
消
費
者
や
加
工
・
業
務
実
需
者

の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
産
地
に
生

産
提
案
を
行
い
、
J
A
・
生
産
者
と
の
契

約
取
引
を
積
極
的
に
進
め
、
生
産
・
流
通
・

加
工
・
販
売
に
係
わ
る
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー

ン
の
構
築
に
取
り
組
み
ま
す
。

③　

畜
産
・
酪
農

　

生
産
者
と
販
売
先
を
結
び
付
け
る
マ
ッ

チ
ン
グ
販
売
を
進
め
、県
内
は
地
産
地
消
、

県
外
は
大
手
量
販
店
指
定
産
地
取
引
や
外

食
企
業
と
の
連
携
強
化
の
取
り
組
み
を
進

め
る
と
と
も
に
、
地
域
特
性
・
独
自
性
を

活
か
し
た
愛
媛
県
産
畜
産
物
お
よ
び
乳
製

品
の
販
売
力
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

④　

県
産
農
畜
産
物
の
消
費
拡
大

　

生
産
者
・
J
A
・
連
合
会
が
一
体
と
な

り
、
え
ひ
め
愛
フ
ー
ド
推
進
機
構
と
の
連

携
を
強
化
し
、「
愛
の
オ
レ
ン
ジ
ロ
ー
ド
」

「
え
ひ
め
の
食
」
企
画
等
を
通
じ
、
販
売

事
業
と
連
動
し
県
産
農
畜
産
物
に
対
す
る

消
費
者
へ
の
P
R
・
理
解
促
進
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

（
３
）
J
A
販
売
事
業
戦
略
の
強
化

①
J
A
農
産
物
直
売
所
の
取
り
組
み
強
化

②�

J
A
直
接
販
売
・
契
約
販
売
等
の
取
り

組
み
強
化

（
４
）
付
加
価
値
の
増
大
の
取
り
組
み

①�

６
次
産
業
化
・
農
商
工
連
携
、
輸
出
拡

大
の
取
り
組
み

て
、
需
要
に
応
じ
た
農
畜
産
物
の
生
産
振

興
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
品
質
・
生
産

性
向
上
に
よ
る
農
業
者
の
所
得
増
大
を
図

り
ま
す
。

（
２�

）
契
約
取
引
販
売
の
拡
大
等
に
よ
る

販
売
事
業
改
革

①　

米
穀

　

県
内
米
穀
卸
と
連
携
し
実
需
者
ニ
ー
ズ

に
基
づ
く
作
型
・
品
質
・
品
種
等
の
生
産

提
案
を
行
い
、
需
要
に
対
応
し
た
買
取
販

売
を
継
続
し
早
期
精
算
に
取
組
む
と
と
も

に
、
農
家
の
利
便
性
向
上
を
図
る
た
め
庭

先
集
荷
や
土
日
集
荷
の
実
施
、
大
口
担
い

手
に
対
す
る
ラ
ン
ク
別
奨
励
や
フ
レ
コ
ン

集
荷
に
取
組
み
集
荷
コ
ス
ト
の
低
減
を
図

り
ま
す
。

　

ま
た
、
実
需
者
か
ら
提
案
の
あ
る
特
別

栽
培
契
約
や
酒
米
収
穫
前
契
約
な
ど
の
多

様
な
契
約
方
式
に
取
り
組
み
、
農
業
者
の

所
得
増
大
を
図
り
ま
す
。

②　

園
芸

　

青
果
物
卸
売
会
社
と
連
携
（
重
点
化
・

パ
ー
ト
ナ
ー
化
）
し
て
、
愛
媛
チ
ー
ム
と

し
て
の
リ
レ
ー
販
売
や
予
約
相
対
・
契
約

販
売
・
企
画
販
売
に
積
極
的
に
取
組
む
と

と
も
に
、
J
A
共
同
利
用
施
設
の
集
約
再

編
や
J
A
域
を
超
え
た
広
域
利
用
・
同
施

設
の
設
置
等
に
よ
る
選
果
コ
ス
ト
の
低
減

を
図
り
、
販
売
価
格
の
安
定
化
と
持
続
可

能
な
農
業
経
営
の
実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。

２
．�

マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
に
基
づ
く
生
産
販

売
購
買
戦
略
の
実
践

　

J
A
グ
ル
ー
プ
愛
媛
は
、
平
成
25
年
度

か
ら
「
ト
ー
タ
ル
ア
グ
リ
ー
ド
事
業
」
を

通
じ
て
、
販
売
に
重
点
を
置
い
た
ト
ー
タ

ル
戦
略
と
し
て
品
目
別
に
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
を
設
定
し
、
販
売
力
強
化
に
よ
る
地
域

農
業
振
興
・
担
い
手
支
援
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

　

第
２
期
で
は
、「
農
業
者
の
所
得
増
大
」

「
農
業
生
産
の
拡
大
」
の
実
現
に
向
け
て
、

J
A
グ
ル
ー
プ
の
総
合
力
を
活
か
し
、
市

場
販
売
の
充
実
に
加
え
契
約
取
引
販
売（
買

取
・
直
販
・
マ
ッ
チ
ン
グ
販
売
）
の
拡
大

等
に
よ
る
販
売
事
業
改
革
、
マ
ー
ケ
ッ
ト

イ
ン
（
実
需
者
ニ
ー
ズ
）
に
基
づ
く
産
地

づ
く
り
、
水
田
フ
ル
活
用
に
よ
る
手
取
り

向
上
、
６
次
産
業
化
等
に
よ
る
付
加
価
値

の
増
大
、
生
産
資
材
の
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト

低
減
の
実
践
を
加
速
化
す
る
と
と

も
に
、
新
規
就
農
者
や
大
規
模
経

営
体
の
育
成
・
事
業
支
援
サ
ポ
ー

ト
な
ど
T
A
C
（
出
向
く
）
活
動

の
高
度
化
・
事
業
間
連
携
に
よ
る

経
営
支
援
等
を
充
実
し
ま
す
。

　

ま
た
、
販
売
事
業
と
連
動
し
た

県
産
農
畜
産
物
の
消
費
拡
大
活
動

を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
輸
出
事

業
に
つ
い
て
は
、
J
A
グ
ル
ー
プ

間
で
の
情
報
等
を
共
有
化
し
、
行

政
等
関
係
機
関
と
連
携
し
て
拡
大

に
取
り
組
み
ま
す
。

（
１�

）
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
に
基
づ

く
生
産
振
興
の
取
り
組
み

　

マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
（
実
需
者

ニ
ー
ズ
）
を
起
点
に
、
生
産
・
販

売
・
購
買
・
信
用
事
業
が
連
携
し

た
提
案
活
動
、
新
た
な
産
地
づ
く

り
に
向
け
た
推
進
活
動
を
強
化
し

図５　「農業者の所得増大」の考え方

農
業
者
の
所
得
増
大

有利販売による
販売単価のアップ

担い手経営体の
ニーズに応える
個別対応

営農・経済事業への経営資源のシフト

ア

ｆ

ａ

マーケットインに
基づく生産・販売
事業方式への転換

ｂ

付加価値の増大と
新たな需要開拓
への挑戦

ｃ

需要に応じた
生産量の拡大

担い手経営体の
ニーズに応える
個別対応

イ

ａ

マーケットインに
基づく生産・販売
事業方式への転換

ｂ

付加価値の増大と
新たな需要開拓
への挑戦

ｃ

新たな担い手の
育成や担い手の
レベルアップ対策

ｅ

生産コストの
引き下げ

担い手経営体の
ニーズに応える
個別対応

ウ

ａ

生産資材価格の
引き下げと
低コスト生産
技術の確立・普及

ｄ

【共通目標】
販売品取扱高の拡大
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農
を
基
軸
と
し
て
地
域
に
根
ざ
し
た
協
同

組
合
」
で
あ
る
こ
と
を
発
信
し
て
行
き
ま

す
。

（
１�

）
地
域
の
活
性
化
へ
の
貢
献
に
向
け

た
「
J
A
事
業
」
と
「
J
A
く
ら
し

の
活
動
」
の
展
開

　

そ
の
よ
う
な
中
、
J
A
グ
ル
ー
プ
愛
媛

は
、「
地
域
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
機
能
の

発
揮
」
を
基
本
に
総
合
サ
ー
ビ
ス
の
維
持

を
図
る
と
と
も
に「
J
A
く
ら
し
の
活
動
」

の
展
開
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
J
A
事

業
と
互
い
の
相
乗
効
果
に
よ
り
「
食
と

②�
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
強
化
に
向
け
た
知
的

財
産
等
の
戦
略
的
活
用

③
食
の
安
全
確
保
対
策
の
取
り
組
み

（
５�

）
生
産
資
材
事
業
に
お
け
る
ト
ー
タ

ル
コ
ス
ト
低
減
の
取
り
組
み

　

生
産
資
材
コ
ス
ト
の
低
減
に
向
け
た
新

資
材
・
新
技
術
の
普
及
拡
大
や
環
境
保
全

対
応
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
J
A
総

合
物
流
体
制
の
拡
充
を
進
め
、
物
流
の
合

理
化
と
利
便
性
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

特
に
、
平
成
28
年
度
か
ら
の
３
か
年
事

業
と
し
て
「
農
家
手
取
り
最
大
化
」
を
掲

げ
、
県
内
に
モ
デ
ル
J
A
を
設
け
、
生
産

資
材
コ
ス
ト
の
低
減
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

①
物
財
費
の
削
減

　

土
壌
診
断
に
基
づ
く
無
駄
の
な
い
適
正

施
肥
の
提
案
、
低
成
分
・
低
コ
ス
ト
肥

料
の
普
及
拡
大
や
系
統
独
自
大
型
規
格
・

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
農
薬
の
普
及
拡
大
、
な
ら

び
に
省
力
化
・
コ
ス
ト
低
減
に
向
け
た
段

ボ
ー
ル
の
開
発
に
取
り
組
み
ま
す
。ま
た
、

銘
柄
集
約
や
予
約
購
買
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト

創
出
、
広
域
物
流
体
制
の
再
構
築
、
奨
励

措
置
や
手
数
料
設
定
の
見
直
し
、
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
調
査
を
踏
ま
え
た
弾
力
的
な
価

格
設
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
価
格
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
J
A
グ

ル
ー
プ
独
自
型
式
・
県
内
重
点
型
式
農
機

の
普
及
拡
大
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
信

用
・
経
済
事
業
が
連
携
し
た
「
農
機
具
等

リ
ー
ス
応
援
事
業
」
に
よ
る
初
期
投
資
の

軽
減
と
リ
ー
ス
料
の
一
部
助
成
に
よ
る
支

援
を
行
い
ま
す
。

②
労
働
費
の
低
減
・
生
産
性
の
向
上

　

一
発
施
肥
や
水
稲
育
苗
箱
全
量
施
肥
・

流
し
込
み
施
肥
な
ど
省
力
施
肥
技
術
の
普

及
・
拡
大
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
生
分

解
性
マ
ル
チ
に
よ
る
労
働
費
の
低
減
と
環

境
負
荷
の
軽
減
を
進
め
ま
す
。

　

一
方
で
は
、
規
模
拡
大
に
取
り
組
む
担

い
手
へ
の
支
援
や
高
齢
化
対
策
・
耕
作
放

棄
地
の
解
消
対
策
と
し
て
農
作
業
支
援
態

勢
の
構
築
・
確
立
を
進
め
る
と
と
も
に
、

行
政
等
関
係
機
関
と
連
携
し
水
稲
多
収
穫

品
種
の
実
証
・
普
及
な
ど
生
産
性
の
向
上

に
取
り
組
み
ま
す
。

１
．�

地
域
実
態
・
組
合
員
ニ
ー
ズ
を
ふ
ま

え
た
「
J
A
事
業
」
と
「
J
A
く
ら

し
の
活
動
」
の
展
開

　

人
口
減
少
や
超
高
齢
化
社
会
の
到
来
、

地
域
経
済
の
停
滞
等
に
よ
り
、
地
域
の
活

力
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
、
組
合
員
・
地
域
住

民
の
く
ら
し
に
関
す
る
不
安
は
増
大
し
て

い
ま
す
。
特
に
高
齢
者
世
帯
の
増
加
に
よ

り
日
常
的
な
買
い
物
や
通
院
等
地
域
イ
ン

フ
ラ
機
能
へ
の
ニ
ー
ズ
が
増
し
て
い
ま
す
。

実
践
事
項

　

地
域
活
性
化
へ
の
貢
献

「声を聴く」・「共有する」取り組み

ＪＡが地域社会に果たす機能・役割

ＪＡ事業

旅　行
営農経済

生活購買

信　用

共　済
厚　生

介　護

直売加工

農 業 者

協同

連携

地域住民

ＪＡくらしの活動

「食と農」 「助けあい」

○食農教育　○交流活動　○助け合い活動
○高齢者福祉活動　○生活文化活動　○地産地消
○相談活動　○健康管理活動　等

組合員・地域住民の
思い・ニーズをかなえる
「ＪＡくらしの活動」

○多数の拠点と総合事業・活動を最大限活用したサービスを提供
○組合員・地域住民の協同活動・相互扶助をサポート

地域社会を取り巻く課題

○人口減少、超高齢社会、地域の活力低下
○医療・福祉等をはじめとしたくらしに関する不安
○持続可能な生活インフラへのニーズ

地域の活性化（地方創生・まちづくり）
豊かでくらしやすい地域社会の実現に貢献

☞ 生活基盤の安定・充実
☞ 安心して農業に従事

☞ 総合事業を利用
☞ 地域農業を応援

○行政や組合員組織（女性組織・助け合い組織等）とも連携
○ＪＡ事業とＪＡくらしの活動を通じた協同活動を実践し、徹底して地域を支援

生活インフラ機能の発揮 地域コミュニティの活性化

「助けあい」
•ＪＡ高齢者生活支援
•見守り活動、
　子育て支援等

「食と農」
•ＪＡ食農教育の展開
•体験農園　•市民農園
•農産物直売所　等

図６　地域の活性化への貢献に向けた「ＪＡ事業」と「ＪＡくらしの活動」の全体像
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の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　　　　　　

今
回
の
農
協
法
改
正
で
は
、
中
央
会
が

J
A
の
自
由
な
経
済
活
動
を
適
切
に
サ

ポ
ー
ト
す
る
と
い
う
整
理
の
も
と
、
現
行

の
中
央
会
制
度
は
廃
止
と
な
り
、
平
成
31

年
９
月
を
移
行
期
限
と
し
て
、
県
中
は
連

合
会
に
、
全
中
は
一
般
社
団
法
人
に
組
織

変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
J
A
全
国
監
査
機
構
に
つ
い

て
も
全
中
か
ら
外
出
し
し
、
監
査
法
人
化

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
組
織
変

更
後
の
中
央
会
は
、
引
き
続
き
「
会
員
の

意
見
の
代
表
」「
会
員
相
互
間
の
総
合
調

整
」「
会
員
の
要
請
を
踏
ま
え
た
経
営
相

談
・
監
査
」
な
ど
の
機
能
を
担
う
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
を
ふ
ま
え
、
地
域
・

事
業
の
枠
を
超
え
て
連
帯
す
る
農
業
協
同

組
合
の
結
集
軸
と
し
て
の
中
央
会
を
J
A

グ
ル
ー
プ
愛
媛
の
総
意
を
も
っ
て
構
築
し

ま
す
。

※�

J
A
大
会
決
議
内
容
は
、
J
A
愛
媛
中

央
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
ま
す
。

の
取
り
組
み
を
拡
充
し
ま
す
。

３
．�

自
己
改
革
の
着
実
な
実
践
を
図
る
た

め
の
仕
組
み
づ
く
り

　

自
己
改
革
に
向
け
た
施
策
と
目
標
を
組

合
員
・
役
職
員
が
共
有
し
、
着
実
に
実
践

し
て
い
く
仕
組
み
と
し
て
、
中
期
経
営
計

画
の
策
定
と
定
期
的
な
レ
ビ
ュ
ー
を
通
じ

た
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
の
中
で
進
捗
管
理

を
徹
底
し
、
着
実
な
成
果
を
残
し
て
い
き

ま
す
。

　

J
A
グ
ル
ー
プ
愛
媛
は
、「
食
と
農
を

基
軸
と
し
て
地
域
に
根
ざ
し
た
協
同
組

合
」
と
し
て
県
民
理
解
を
深
め
る
た
め
、

「
食
」「
農
」「
協
同
組
合
」
に
か
か
る
県

民
理
解
の
醸
成
に
向
け
た
広
報
活
動
強
化

に
徹
底
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

J
A
役
職
員
自
ら
が
、
地
域
の
中
で
協

同
活
動
へ
の
参
加
・
参
画
を
通
じ
た
広
報

活
動
を
展
開
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
住
民

と
の
接
点
と
し
て
、既
存
の
J
A
の
拠
点
・

施
設
を
活
用
し
ま
す
。

　

各
種
メ
デ
ィ
ア
と
合
わ
せ
て
、
多
様
な

広
報
手
段
を
十
分
に
活
用
し
た
情
報
発
信

（
２�
）「
J
A
事
業
」
を
通
じ
た
生
活
イ
ン

フ
ラ
機
能
の
発
揮

（
３�
）「
J
A
く
ら
し
の
活
動
」
を
通
じ
た

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

（
４�

）「
J
A
事
業
」
と
「
J
A
く
ら
し
の

活
動
」
を
展
開
す
る
た
め
の
環
境
整

備

　
２
．�「
地
方
版
総
合
戦
略
」
へ
の
積
極
的

な
参
加
に
よ
る
地
域
社
会
づ
く
り
へ

の
貢
献

　

国
の
進
め
る
「
地
方
創
生
」
に
基
づ
き
、

県
・
市
町
が
進
め
る
「
地
方
版
総
合
戦
略
」

は
、
地
域
社
会
・
農
業
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
を
描
く
も
の
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
J
A
は
、
豊
か
で
く
ら
し

や
す
い
地
域
社
会
の
実
現
に
取
り
組
む
に

あ
た
り
、
こ
の
戦
略
の
策
定
・
実
践
に
積

極
的
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
地
域
社
会
づ

く
り
に
貢
献
し
ま
す
。

１
．�

自
己
改
革
の
実
践
を
支
え
る
経
営
基

盤
の
確
立

　

自
己
改
革
の
基
本
目
標
で
あ
る
「
農
業

者
の
所
得
増
大
」「
農
業
生
産
の
拡
大
」「
地

域
の
活
性
化
」
の
実
現
に
向
け
、
自
律

的
な
内
部
管
理
態
勢
を
確
立
す
る
と
と
も

に
、
総
合
事
業
に
よ
る
安
定
的
な
経
営
基

盤
の
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、今
般
の
農
協
法
改
正
を
踏
ま
え
、

理
事
・
経
営
管
理
委
員
の
構
成
要
件
見
直

し
へ
の
対
応
や
、
多
様
な
組
合
員
の
運
営

参
画
を
推
進
す
る
観
点
で
、
業
務
執
行
体

制
の
見
直
し
・
強
化
等
を
図
る
と
と
も
に
、

自
己
改
革
の
着
実
な
実
践
を
支
え
る
経
営

基
盤
の
確
立
に
向
け
、
正
・
准
組
合
員
を

対
象
と
し
た
総
合
事
業
実
施
を
前
提
に
、

経
営
資
源
の
再
配
分
や
J
A
間
連
携
の
強

化
、
事
業
利
用
の
拡
大
、
農
協
運
動
の
理

念
を
実
践
す
る
J
A
役
職
員
づ
く
り
等
へ

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
２
．�

組
合
員
の「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
メ
ン
バ
ー

シ
ッ
プ
」
の
確
立

　

J
A
は
、
正
・
准
全
て
の
組
合
員
を
対

象
と
し
て
、
支
所
（
支
店
）
協
同
活
動
や

J
A
組
織
活
動
の
活
性
化
に
よ
り
組
合
員

参
加
の
「
場
」
づ
く
り
と
「
場
」
の
活
用

に
よ
る
組
合
員
の
意
思
反
映
・
運
営
参
画

の
強
化
を
す
す
め
ま
す
。

　

ま
た
、
准
組
合
員
は
「
農
業
や
地
域
経

済
の
発
展
を
共
に
支
え
る
パ
ー
ト
ナ
ー
」

で
あ
り
、「
農
業
振
興
の
応
援
団
」「
地
域

振
興
の
主
人
公
」
で
す
。
こ
う
し
た
位
置

づ
け
を
ふ
ま
え
、
農
業
者
の
所
得
増
大
等

に
向
け
た
自
己
改
革
と
あ
わ
せ
て
、
准
組

合
員
の
「
農
業
振
興
の
応
援
団
」
と
し
て

実
践
事
項

　

自
己
改
革
の
着
実
な
実
践

実
践
事
項

　
「
食
」「
農
」「
協
同
組
合
」
に

　

か
か
る
県
民
理
解
の
醸
成
に

　

向
け
た
広
報
活
動
の
実
践

実
践
事
項

　

�

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
結
集
軸
と
し
て

の
「
新
た
な
中
央
会
」
の
構
築
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J
A
全
農
え
ひ
め
果
実

課
は
、
今
年
も
愛
媛
み
か

ん
の
本
格
出
荷
に
あ
わ

せ
、
首
都
圏
と
関
西
地
区

で
、「
愛
媛
み
か
ん
消
費
宣
伝
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

11
月
５
日
に
は
、
愛
媛
み
か
ん
消
費
宣

て
P
R
し
て
き
ま
す
」「
農
家
の
皆
さ
ん

が
真
心
こ
め
て
生
産
さ
れ
た
愛
媛
み
か
ん

が
全
国
の
食
卓
に
並
ぶ
光
景
を
思
い
浮
か

べ
な
が
ら
精
一
杯
P
R
し
ま
す
」
と
元
気

よ
く
決
意
を
伝
え
、
み
か
ん
の
カ
ゴ
盛
り

を
贈
呈
。
試
食
し
た
中
村
知
事
か
ら
は
、

「
こ
れ
は
甘
い
。
今
年
は
抜
群
に
美
味
し

い
。
皆
さ
ん
も
自
信
を
持
っ
て
皆
さ
ん
の

笑
顔
で
し
っ
か
り
売
り
込
ん
で
ほ
し
い
」

と
激
励
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

愛
媛
み
か
ん
消
費
宣
伝
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

今
年
の
愛
媛
み
か
ん
消
費
宣
伝
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
は
、11
月
３
日
の
「
み
か
ん
の
日
」

を
前
に
、
10
月
31
日
「
レ
イ
ン
ボ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
会
場
で
「
オ
レ
ン
ジ
ロ
ー

伝
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た

り
、
２
０
１
５
愛
媛
み
か
ん
大
使
４
人
と

J
A
全
農
え
ひ
め
の
岡
本
健
治
運
営
委
員

会
会
長
ら
が
、
愛
媛
県
庁
に
中
村
時
広
知

事
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

愛
媛
み
か
ん
大
使
は
、「
愛
媛
み
か
ん

が
こ
れ
ま
で
以
上
に
消
費
者
の
皆
さ
ん
に

受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
愛
媛
県
を
代
表
し

ド
」
ス
タ
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
そ
の

後
、
11
月
６
日
～
11
月
10
日
ま
で
、
首
都

圏
と
関
西
地
区
で
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動

を
展
開
し
ま
し
た
。
県
内
産
早
生
み
か
ん

が
出
揃
っ
た
11
月
６
日
に
は
、
中
村
知
事

と
県
内
主
産
地
J
A
と
と
も
に
東
京
・
大

田
市
場
競
売
場
で
初
荷
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行

い
、
早
生
み
か
ん
の
出
荷
ス
タ
ー
ト
と
愛

媛
み
か
ん
の
品
質
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し

た
。
ま
た
、
７
日
に
は
J
R
有
楽
町
駅
前

広
場
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
行
わ
れ
た
愛
媛
県

観
光
・
物
産
P
R
イ
ベ
ン
ト
「
愛
の
く
に

愛え

顔が
お

の
え
ひ
め
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
参

加
し
た
ほ
か
、
マ
ス
コ
ミ
訪
問
活
動
や
店

頭
販
促
活
動
、
市
場
訪
問
な
ど
を
精
力
的

に
行
い
、愛
媛
み
か
ん
を
P
R
し
ま
し
た
。

◇
「
オ
レ
ン
ジ
ロ
ー
ド
」
に
つ
い
て

　

J
A
全
農
え
ひ
め
は
、
今
年
も
11
月
３

日
「
み
か
ん
の
日
」
か
ら
４
月
14
日
の
愛

を
深
め
る
記
念
日
「
オ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
ま

で
、「
オ
レ
ン
ジ
ロ
ー
ド
」
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。「
オ
レ
ン
ジ
ロ
ー
ド
」は
、

「
愛
の
シ
ン
ボ
ル
」
で
あ
る
オ
レ
ン
ジ
＝
季

節
の
旬
の
柑
橘
を
「
オ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
ま

で
の
記
念
日
ご
と
に
贈
り
合
う
こ
と
で
、

愛
を
育
み
深
め
て
い
く
〝
道
の
り
〟
で
す
。

今
年
も
、
県
内
J
A
と
一
体
と
な
り
、
温

州
み
か
ん
や
こ
れ
か
ら
旬
を
迎
え
る
愛
媛

産
柑
橘
の
消
費
拡
大
と
「
オ
レ
ン
ジ
デ
ー
」

の
定
着
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

果実課

愛
媛
み
か
ん
大
使
に
よ
る

消
費
宣
伝
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
！

▲岡本会長（左）とみかん大使が中村知事（左から４人目）を表敬訪問

▲東京・大田市場で初荷セレモニーを開催

▲各種イベントを通じて愛媛みかんをしっかりPR
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9

が
国
の
耕
地
面
積
は
、
耕
地
の
荒

廃
、
工
場
用
地
、
道
路
、
宅
地
等

へ
の
転
用
等
に
よ
る
か
い
廃
の
た
め
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
今
月
は
、
全
国
及
び

愛
媛
県
の
平
成
27
年
耕
地
面
積
に
つ
い
て

み
て
い
き
ま
す
。

　　　　

平
成
27
年
７
月
15
日
現
在
の
全
国

の
耕
地
面
積
（
田
畑
計
）
は
４
４
９
万 

６
、０
０
０
ha
で
、
前
年
に
比
べ
て

２
万
２
、０
０
０
ha
（
０・５
％
）
減
少
し
ま

し
た
。
田
畑
別
に
み
る
と
、
田
は
２
４
４
万 

者
等
が
行
う
、
荒
廃
農
地
を
再
生
利
用
す

る
取
組
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
再
生
利

用
可
能
な
荒
廃
農
地
の
農
地
中
間
管
理
機

構
へ
の
利
用
権
設
定
を
進
め
る
こ
と
に
よ

り
、
荒
廃
農
地
の
発
生
防
止
と
解
消
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後
も
優
良
農
地
の

確
保
と
有
効
利
用
を
進
め
る
た
め
に
、
農

地
転
用
制
度
等
の
適
切
な
運
用
を
図
る
と

と
も
に
、
荒
廃
農
地
の
発
生
抑
制
・
再
生

利
用
を
着
実
に
推
進
す
る
事
が
必
要
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
農
林
水
産
省
が
実

施
す
る
各
種
施
策
も
う
ま
く
活
用
し
て
、

荒
廃
農
地
の
問
題
を
解
決
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

※ 

統
計
数
値
に
つ
い
て
は
、
四
捨
五
入
の

た
め
、
合
計
と
内
訳
の
計
が
一
致
し
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

中
国
四
国
農
政
局
愛
媛
支
局

６
、０
０
０
ha
、
畑
は
２
０
５
万
ha
で
、
前

年
に
比
べ
て
そ
れ
ぞ
れ
１
万
２
、０
０
０
ha

（
０・５
％
）、
１
万
ha
（
０・５
％
）
減
少
し

ま
し
た
（
図
１
）。

　

愛
媛
県
に
お
け
る
耕
地
面
積（
田
畑
計
）

は
５
万
４
０
０
ha
で
、
主
に
耕
地
の
荒
廃

等
か
ら
前
年
に
比
べ
て
８
０
０
ha
（
１
・

６
％
）
減
少
し
ま
し
た
。
田
畑
別
に
み
る

と
、
田
は
２
万
３
、２
０
０
ha
、
畑
は

２
万
７
、２
０
０
ha
で
、
前
年
に
比
べ

て
そ
れ
ぞ
れ
２
０
０
ha
（
０
・
９
％
）、

６
０
０
ha
（
２
・
２
％
）
減
少
し
ま
し
た
。

ま
た
、
県
内
の
耕
地
を
田
畑
別
に
み
た
面

積
割
合
は
、田
が
46
・
０
％
、畑
が
54
・
０
％

で
、
畑
の
種
類
別
は
普
通
畑
が
12
・
３
％
、

樹
園
地
が
41
・
３
％
、
牧
草
地
が
０
・
４
％

と
な
っ
て
い
ま
す
（
図
２
）。

　　　　

昭
和
50
年
か
ら
本
年
ま
で
の
愛
媛
県
の

耕
地
面
積
の
推
移
を
み
て
み
る
と
、
全
体

で
３
万
３
、１
０
０
ha
（
39
・
６
％
）
減

少
し
ま
し
た
。
田
畑
別
に
み
る
と
、
田
が

１
万
１
、４
０
０
ha
（
32
・
９
％
）、
畑

が
２
万
１
、７
０
０
ha
（
44
・
４
％
）
そ

れ
ぞ
れ
減
少
し
ま
し
た
。
ま
た
、
畑
の

種
類
別
に
は
、
普
通
畑
が
２
、１
５
０
ha

（
25
・
８
％
）、
樹
園
地
が
１
万
９
、４
０
０

ha
（
48
・
３
％
）、
牧
草
地
が
１
６
５
ha

（
45
・
７
％
）そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
て
い
ま
す
。

（
図
３
）。

　　

農
林
水
産
省
で
は
「
新
た
な
食
料
・
農

業
・
農
村
基
本
計
画
」
に
お
い
て
、
農
業

全国の耕地面積は449万6,000ha
－ 平成27年耕地面積（７月15日現在）調査結果の概要から －

愛
媛
県
は
田
よ
り
畑
が
多
く
、

耕
地
の
４
割
は
樹
園
地

我図１　耕地種類別面積割合（全国）

平成27年
耕地面積

449万6,000ｈａ

普通畑
115万2,000ha
（25.6%）

牧草地
60万6,500ha
（13.5%）

畑
205万ha
（45.6%）

田
244万6,000ha
（54.4％）

樹園地
29万1,400ha
（6.5%）

図２　耕地種類別面積割合（愛媛県）

平成27年
耕地面積
５万400ｈａ
（100.0％）

普通畑
6,190ha
（12.3%）

牧草地
196ha
（0.4%）

畑
２万7,200ha
（54.0％）

田
２万3,200ha
（46.0％）

樹園地
２万800ha
（41.3%）

図３　耕地面積の推移（愛媛県）
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の
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が
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私
が
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を
漠
然
と
意
識
し
た

の
は
高
校
時
代
、テ
レ
ビ
番
組
「
な
る
ほ
ど
！

ザ
・
ワ
ー
ル
ド
」
の
リ
ポ
ー
タ
ー
ひ
ょ
う
き

ん
由
美
（
益
田
由
美
）
さ
ん
！　

各
地
の
文

化
や
風
土
に
ふ
れ
、
失
敗
し
て
も
笑
っ
て
も

ら
え
る
、
な
ん
て
楽
し
い
仕
事
だ
ろ
う
♪

　

大
学
で
は
早
速
、
放
送
研
究
会
に
入
る
も

思
い
描
く
よ
う
な
楽
し
さ
は
な
く
、
雑
務
ば

か
り
で
嫌
に
な
り
退
会
。
折
し
も
時
代
は
バ

ブ
ル
全
盛
期
、
悠
々
自
適
の
女
子
大
生
を
謳

歌
し
て
い
ま
し
た
。

　

大
学
４
年
生
。就
職
シ
ー
ズ
ン
に
突
入
し
、

希
望
の
放
送
各
局
を
受
験
。
何
も
し
て
こ
な

か
っ
た
私
は
当
然
と
言
う
べ
き
か
、
受
か
る

こ
と
な
く
、
一
般
企
業
の
内
定
を
得
て
新
年

を
迎
え
ま
す
。
制
服
を
作
る
段
階
に
な
り
、

「
や
っ
ぱ
り
違
う
」。
大
学
と
し
て
も
内
定
辞

退
は
ご
法
度
な
が
ら
も
お
断
り
を
し
、
親
へ

１
年
間
の
就
職
浪
人
の
許
し
を
請
い
、
広
島

の
ア
ナ
ウ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
で
猛
勉
強
。
知
識

を
吸
収
、
情
報
収
集
、
さ
ら
に
夢
へ
の
思
い

も
深
ま
り
、
ラ
ジ
オ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
、
テ

レ
ビ
・
リ
ポ
ー
タ
ー
、
裏
方
ス
タ
ッ
フ
を
し

な
い
か
と
、
チ
ャ
ン
ス
は
広
が
り
ま
す
。
そ

し
て
、
愛
媛
で
、
あ
い
テ
レ
ビ
が
開
局
す
る

と
い
う
情
報
も
！

　

あ
い
テ
レ
ビ
入
社
、
23
歳
。
若
い
っ
て
怖

い
で
す
ね
。
怖
い
も
の
が
な
い
の
で
す
か

ら
！　

幸
い
に
も
何
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

さ
せ
て
も
ら
い
、
全
国
放
送
に
も
出
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　

西
条
は
「
西
」
と
書
く
か
ら
愛
媛
県
の
西

部
に
あ
る
？　

河
原
で
芋
を
煮
て
食
す
「
芋

炊
き
」
と
は
何
ぞ
や
？　

愛
媛
に
縁
も
ゆ
か

り
も
、
知
識
も
な
か
っ
た
私
が
県
内
く
ま
な

く
足
を
運
び
、
知
ら
な
い
こ
と
を
強
み
に
、

そ
の
都
度
多
く
の
質
問
を
ぶ
つ
け
、
吸
収
し

て
い
き
ま
し
た
。
と
は
い
え
、
一
発
本
番
の

生
中
継
で
、
芋
炊
き
の
大
き
な
里
芋
が
熱
す

ぎ
て
し
ゃ
べ
れ
な
い
、
重
信
川
の
出
合
い
の

芋
炊
き
で
は
大
ダ
コ
を
喉
に
詰
め
…
と
、
ハ

プ
ニ
ン
グ
は
数
知
れ
ず
。
特
に
グ
ル
メ
・
リ

ポ
ー
ト
は
果
敢
に
挑
戦
、
仕
事
で
食
べ
、
お

給
料
を
も
ら
い
、
家
で
食
べ
、
ま
た
仕
事
で

食
べ
て
と
、
四
六
時
中
食
べ
ま
く
り
（
笑
）。

　

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
志
望
者
か
ら
勉
強
法
や
資

格
取
得
の
質
問
を
受
け
ま
す
が
、
敢
え
て
言

え
ば
好
奇
心
が
旺
盛
な
こ
と
、
恥
の
意
識
は

愛
媛
っ
て
あ
っ
た
か
い
！

KANAE　HIRASHIGE平繁かなえ
あいテレビ（ITV）アナウンサー。広島県呉市出身。1969（昭
和44）年２月７日生まれの水瓶座、血液型はＯ型。安田女子
大学卒業後に広島で１年半フリーアナウンサーを経験。1992
年10月、開局にあわせて、あいテレビへ入社。ローカル情報
番組「ハナマル調査団」、「ハナマルセブン」などでグルメ・リ
ポーターを務めるなど情報系番組を中心に11年間活躍。好物
はウニ、イクラ、フレンチトースト。苦手なのはセロリとレバー。
2003年４月に長女を出産、翌年４月に夕方ニュース「NEWS
キャッチあい」キャスターとして職場復帰し、11年間県内各
地の今を伝え続ける。2015年７月からは、あいテレビがゴー
ルデンタイムとしては13年ぶりとなる情報バラエティ番組「よ
るマチ！」にレギュラー出演。
趣味は、フリーマーケットめぐり、ハワイアンフラ。資格は英検
２級、きき酒師＆焼酎アドバイザー（日本酒サービス研究会認定）、
ワインコーディネーター（全日本ソムリエ連盟認定）を取得。
★「よるマチ！」（毎週月曜・19：00～19：54）
「月曜の夜が“待ち”遠しくなる」県民お役立ち情報バラエティ
番組。毎回、県内の旬な情報を特集で伝えるほか、グルメコー
ナーなどもある。松山市一番町のアエル松山２階の小さなスタ
ジオ・i-studio（通称アイスタ）から生中継で夜の街の様子も
紹介している。

10



必
要
だ
け
ど
恥
の
意
識
が
低
い
こ
と
、
恥
ず

か
し
が
っ
て
い
て
は
何
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き

ず
、
相
手
の
懐
に
飛
び
込
め
な
い
。
私
も
学

生
時
代
は
特
に
目
立
つ
わ
け
で
も
な
く
、
ご

く
普
通
の
生
徒
で
し
た
が
、
仕
事
の
中
で

段
々
と
そ
の
術す

べ

を
会
得
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

出
産
、
育
児
休
業
を
経
て
、
母
親
目
線
か

ら
も
ニ
ュ
ー
ス
を
伝
え
た
「
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

キ
ャ
ッ
チ
あ
い
」
の
キ
ャ
ス
タ
ー
を
今
年
３

月
に
卒
業
し
、
７
月
に
新
番
組
「
よ
る
マ

チ
！
」
へ
。

　

自
社
制
作
の
本
格
的
情
報
バ
ラ
エ
テ
ィ
番

組
は
「
ハ
ナ
マ
ル
」
シ
リ
ー
ズ
以
来
、
13
年

ぶ
り
で
す
。
そ
の
間
ず
っ
と
「
自
社
制
作
番

組
を
作
り
た
い
！
」
熱
意
を
し
つ
こ
ー
く
訴

え
続
け
て
、
や
っ
と
叶
っ
た
念
願
の
「
よ
る

マ
チ
！
」。
13
年
ぶ
り
の
ス
タ
ッ
フ
が
そ
の

ま
ま
に
高
齢
化
（
笑
）
し
て
勢
ぞ
ろ
い
、
そ

の
意
気
込
み
も
そ
う
そ
う
た
る
も
の
で
す

が
、
先
日
南
予
の
取
材
先
で
「
大
し
た
話
題

で
な
く
て
も
ふ
る
さ
と
の
名
前
が
、
景
色

が
、
人
が
出
る
だ
け
で
、
町
が
元
気
だ
と
い

う
証
し
な
ん
だ
と
う
れ
し
く
な
る
」
と
言
わ

れ
ま
す
。
私
た
ち
は
面
白
い
情
報
と
い
う
視

点
を
優
先
し
が
ち
で
す
が
、
あ
ら
た
め
て
原

点
に
立
ち
返
ら
せ
て
く
れ
る
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
10
数
年
前
の
取
材
で
お
い
し
く

て
人
気
の
店
が
ま
だ
頑
張
っ
て
い
る
、
新
し

い
店
も
で
き
て
い
る
、
南
に
東
に
、
ま
だ
ま

だ
行
っ
た
こ
と
の
な
い
と
こ
ろ
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
行
く
先
々
で
「
子
ど
も
さ
ん
幾

つ
に
な
っ
た
ー
？
」「
う
ち
の
子
と
同
級
生

よ
」と
声
を
か
け
て
下
さ
る
視
聴
者
の
方
々
。

つ
く
づ
く
愛
媛
っ
て
、
広
く
て
、
あ
っ
た
か

い
で
す
。

　

と
は
い
え
、「
よ
る
マ
チ
！
」
の
内
情
は

厳
し
く
（
？
）、
部
長
は
じ
め
い
ろ
い
ろ
な

人
が
兼
務
で
制
作
を
し
て
い
ま
す
。
私
も
出

演
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
・
編
集
と
、
１
人
３
役
、

１
日
36
時
間
は
欲
し
い
ー
（
涙
）。
番
組
の

裏
で
は
大
変
な
世
界
が
う
ご
め
き
、
私
も
笑

顔
で
明
る
く
、
ゲ
ッ
ソ
リ
…
と
す
る
こ
と
も

な
く
（
笑
）。
お
か
げ
さ
ま
で
、
回
を
追
う

ご
と
に
ビ
シ
ビ
シ
と
手
ご
た
え
を
感
じ
て
い

ま
す
。

　

今
は
個
々
で
テ
レ
ビ
を
見
る
ご
家
庭
も
多

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ち
ょ
う
ど
夕ゆ

う

餉げ

の

時
間
で
す
。
一
家
団だ

ん

欒ら
ん

、
テ
レ
ビ
を
囲
ん
で

今
度
ど
こ
へ
行
こ
う
か
と
話
題
を
提
供
で

き
、
へ
ー
と
笑
い
、
家
族
の
会
話
が
増
え
る
、

い
ろ
ん
な
世
代
の
県
民
の
方
々
の
お
役
に
た

て
る
情
報
番
組
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

▲「よるマチ！」出演者の皆様。
　（左から）岡田麻希さん、山本清文さん、
平繁かなえさん、滝香織さん
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●ＪＡ全農えひめ＆㈱ひめライス

中村知事に「みきゃん」を用いた県産米「にこまる」の
新米販売開始とひめライス新米キャンペーンを報告
　ＪＡ全農えひめの小越愼介県本部長と㈱ひめ
ライスの松田一人社長が、10月23日愛媛県庁に
中村時広県知事を訪問し、県のイメージアップ
キャラクター「みきゃん」を活用した愛媛県産

「にこまる」の27年産新米販売開始（10月26日〜）
とひめライス新米キャンペーンの取り組みにつ
いて報告しました。
　ＪＡ全農えひめは、県産「にこまる」のブラ
ンド化をめざして統一精米パッケージやポス
ター・テレビCMに「みきゃん」を採用。㈱ひ
めライスは、８月から10月末まで「みきゃん」
を前面に打ち出した「新米キャンペーン」で販
売促進を行っており、知事報告では、「みきゃん」
の登場する「にこまる」と新米キャンペーンの
テレビCMの放映、「にこまる」新米のおにぎ
り試食などを行いました。
　中村知事は、「テレビCMはよく見ています」

「（にこまるは）食味が良い。美味しい」と話し、
「みきゃんは愛媛全体を盛り上げるために生ま
れたキャラクター。どんどん活用してください。
みきゃんマークの付いた地元のお米をぜひ食べ

てほしい」と呼びかけました。
　27年産「にこまる」の県内栽培面積は1,950ha

（推計）。東予地区と中予地区平坦部を中心に栽
培しています。㈱ひめライスは平成25年２月か
ら県産「にこまる」定番商品の発売を開始し、
今年４月から小袋ニーズに対応して「あらうま
い愛媛県産にこまる２㎏」の販売を開始。定番
商品４アイテムを販売中で、27年度上期は前年
同期比309％の258tの実績を上げています。

▲�（左から）松田社長、中村知事、小越県本部長、
　みきゃん

●紅まどんな選果目あわせ会

ブランド確立に向け基準厳格化！ 　品格に見合う商品提供を
　愛媛オリジナル品種「紅まどんな」の出荷を
前に、ＪＡ全農えひめ果実課は、11月11日、伊
予市のＪＡえひめ中央伊予営農支援センターで

「紅まどんな選果目あわせ会」を開きました。
目合わせ会は、消費者・販売先の期待に応える
ため、品質の向上と品格の統一をめざして24年
から行っており、４回目。ＪＡ販売・選果担当
者と愛媛県、市場から36人が出席し、ＪＡ全農
えひめの担当者が、出荷要領と今年から厳格化
した選果基準を具体的に説明し、基準を順守し
て品格・価格に見合った商品を提供するよう呼
びかけました。
　「紅まどんな」は、商標権をＪＡ全農が所有し、
愛媛県で育成された品種「愛媛果試第28号」の
中で、糖度・酸などＪＡ全農えひめの定める品
質基準をクリアし、県内ＪＡが出荷するものに
限り商標使用を認めています。
　12月の贈答用商品として市場・販売先から高
く、高級かんきつのイメージが浸透しています
が、数量増加に伴い品質のバラつきが課題と
なっています。ＪＡ全農えひめはブランドのイ
メージと品格を高めるため、27年産から「紅ま
どんな」の出荷基準を糖度は0.5度引き上げて
10.5度以上、酸度は0.1％下げて1.2％未満のも

のとし厳格化。糖度9.5〜10.４度以下、酸度1.3％
未満は「あいか」（愛媛果試第28号）として５
㎏箱主体で販売し、それ以下のものは加工原料
とすることとしました。
　市場関係者は、「昨年は数量が増えたものの
評判も良く、数量増の要望や新規顧客もあって
スムーズに販売できた。昨年は一部で傷み果の
発生がみられたので、消費者に美味しく食べて
いただけるよう選果選別の徹底を」と呼びかけ
ました。

▲�ＪＡ全農えひめの担当者（手前）が選果基準を説明
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●平成27年産　冬春野菜出荷協議会

共販量は前年比108％の4,785ｔを計画
　ＪＡ全農えひめ野菜花卉課は、11月４日、平
成27年産冬春野菜出荷協議会を開き、いちご・
レタス・冬春きゅうりなど主力８品目の販売基
本方針を決めました。
　栽培面積は、ブロッコリー・ほうれんそう・
レタスなど５品目が前年を上回り、全体では前
年比103％の234.9haを見込んでいます。共販量
は、全体では4,785t（前年比108％）を見込ん
でいます。
　販売基本方針では、企画販売等多元的販売強
化として、市場流通を基本にパートナー市場と
連携をさらに強化し、量販店・生協等実需者販売、
惣菜・外食等の加工・業務筋への販売など販売
ルートの拡充により、長期安定単価の確保をめ
ざします。加工業務用キャベツを中心に新規販
路拡大を図ります。厳寒期の不安定な出荷が予
想される中、愛媛チームとしてロットを確保し、
販売先を見据えた分荷・販売を展開。企画販売
は19企画・１億3,347万円を計画しています。
　消費宣伝活動では、「えひめの食」企画と連
携してメディアを活用したPRのほか、えひめ

フェア等を通じた店頭試食宣伝やレシピ提案な
どアピール食のある販売促進活動を行い、えひ
め野菜のファン拡大に努めます。なお、市場か
らは、各品目とも、栽培面積・出荷量の拡大と
期間を通じた安定出荷、適期収穫、的確な産地
情報の発信、ＪＡ・個人間の品質格差是正など
の要望が出されました。

●平成27年産　冬春花き出荷協議会

信頼される産地、愛媛ブランドの確立・強化めざす
　ＪＡ全農えひめ野菜花卉課は、11月11日、冬
春花き出荷協議会を開き、夏秋期品目の販売結
果と冬春期品目の出荷計画・販売方針を協議し
ました。
　夏秋期は、シンテッポウユリが数量は前年比
81％の50万1,947本、単価が前年比110％、デル
フィニウムが数量前年比119％の185,551本、単
価103％。夏秋期品目全体では数量前年比93％、
単価前年比109％、金額ベースは前年比101％で
した。
　冬春期（11〜５月）は、オリエンタルユリが

面積304a（前年比94％）・数量38万8,100本（同
99％）、デルフィニウムは面積168a（同104％）・
数量30万3,400本（同104％）、ユーカリは面積
1,503a（同91％）・数量62万9,400本（同94％）を
計画しています。
　販売基本方針では、産地間の連携強化による
拠点市場への長期継続出荷体制の強化、品質・
選別基準の徹底と個人間格差是正、イベント等
を通じた愛媛オリジナル品種等のPR強化・ブ
ランド力向上などに取り組みます。

●平成27年度早生みかん果実コンクール

大下克夫さんが愛媛県知事賞受賞！
　ＪＡ全農えひめと愛媛県果樹同志会は、10月
26日、平成27年度早生みかん果実コンクール審
査会を開催し、県内各地から出品された94点の
中から、愛媛県知事賞の大下克夫さん（ＪＡに
しうわ・出品＝「宮川早生」）ほか入賞者８人
が決まりました。出品果実は、翌日開催された

「みかん研究所参観デー」（宇和島市）で展示さ
れました。
　表彰は、来年３月の愛媛県果樹同志会大会で
行われます。

　その他の受賞者は次の皆さ
ん（カッコ内はＪＡ名・敬称
略）。
▽全農愛媛県本部長賞＝松田
幾弘（にしうわ）▽果樹同志
会長賞＝渡部正義（おちいま
ばり）、▽優良賞＝薬師寺明

（えひめ南）、浜田俊（同）、
高月芳人（にしうわ）、井上
金蔵（同）、田口圭一（同）

平成27年産　冬春野菜出荷計画　　　単位：ha、トン、％

品　　目
平成27年産出荷計画 前年比（％）
面　積 共販量 面　積 共販量

い ち ご 30.4 1,011.6 100 115 
キ ャ ベ ツ 18.8 590.0 90 102 
レ タ ス 45.1 877.6 104 111 
ブロッコリー 73.7 468.0 113 112 
冬春きゅうり 25.3 1,204.8 94 103 
冬 春 と ま と 1.3 203.2 94 101 
白 ね ぎ 15.1 251.6 101 103 
ほうれんそう 25.2 178.2 105 124 

合　　計 234.9 4,785.0 103 108 
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●㈱えひめ飲料

えひめ逸品柑橘シリーズ第１弾
「ＰＯＭえひめ逸品柑橘愛媛きよみサイダー」発売

●ひめライス新米キャンペーン抽選会

前年比116％の応募！ 　当選者1,000人決定

　㈱えひめ飲料は、『POMえひめ逸品柑橘シ
リーズ』第１弾商品として、「POMえひめ逸品
柑橘　愛媛きよみサイダー」（410mlペットボ
トル）を全国一斉発売しました。
　同シリーズは、「かんきつ類の生産量と栽培
品目数で日本一を誇る愛媛県の美味しい柑橘果
汁で癒されてほしい」というコンセプトで商
品化。今後、愛媛県で比較的栽培が盛んなもの
の、全国的にはあまり知られていない柑橘果汁
を使った炭酸飲料を順次発売していきます。
　「POMえひめ逸品柑橘愛媛きよみサイダー」
は、愛媛県産清見果汁が10％入った炭酸飲料。
甘みと酸味のバランスがよく、風味豊かで冬で
も飲みやすい味わいです。
　ラベルには愛媛県のイメージアップキャラク
ター「みきゃん」が愛媛の逸品かんきつを手渡
しでオススメしているデザインに加え、「愛媛

産には、愛がある。」のロゴを表示し、「愛媛産」
を前面に打ち出しました。
　同社は、「30〜40代の女性をはじめ炭酸飲料
を好む方に飲んでほしい」と話しています。希
望小売価格は140円（税別）。商品のご注文・お
問い合わせは「POM NET SHOPまじめな宅配
便」（電話0120−591−516）まで。

　㈱ひめライスは、11月13日、松前町の本社で、
「ひめライス新米キャンペーン」抽選会を行い、
松田一人社長らが、１万9,684通の応募の中か
ら、当選者1,000人を選びました。
　キャンペーンでは、ポスターやテレビCMで
愛媛県のイメージアップキャラクター「みきゃ
ん」を前面に打ち出し、愛媛県産の新米発売と
地産地消をアピールしたほか、１商品購入で２
口応募できるよう工夫。35店舗に新米コーナー
を設置したほか、のべ15店で店頭試食宣伝活動
を実施しました。
　応募数は前年比116％。期間中の販売実績（数
量ベース）は新米値上がりの影響もあり前半は
落ち込んだものの、10月に盛り返してほぼ前年
並（同99％）を確保しました。
　応募ハガキには、「TPPで自給率低下が心配
ですが、今後も安心美味しい地元のひめライス
を応援します」「母から教えてもらったひめラ
イスの味を子どもたちへ伝えています」「応募

用紙に保存方法が記載され参考になった」など
の声が寄せられており、松田社長は、「ハガキ
で寄せられた声や要望を顧客満足度の向上に活
かすことが重要だ。大きく伸びた応募数をバネ
に利用定着と愛媛の米の販売拡大につなげた
い」と話しています。

▲�松田社長（中央）らが当選者選ぶ
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●第24回愛媛農林水産賞

ＪＡ松山市久久万高原トマト部会が優秀賞受賞
　愛媛県の農林水産業の振興や発展に功績の
あった個人・団体を表彰する『第24回愛媛農林
水産賞』（愛媛新聞社主催）の表彰式が、10月
27日松山市の愛媛新聞社で行われ、優秀賞３団
体と奨励賞３団体が表彰されました。
　優秀賞を受賞したＪＡ松山市久久万高原トマ
ト部会（渡部進部会長）は、部会設立以来45年間、
全国に先駆けて新品種「桃太郎」の導入、ハウ
ス栽培への移行などにより高品質安定生産を実
現する取り組みや多様な販売戦略を実践し、西
日本屈指の夏秋トマト産地の地位を築いたこ
と、生産者の高齢化や消費者の安全・安心ニー
ズへの対応・取り組みなど、先進的・積極的な
取り組みが評価されました。

　前回までの新
人賞に代わり将
来性が期待され
る個人・団体を
表彰する「奨励
賞」が新設され、
農業関係では西
条地区青年農業
者連絡協議会果
樹実践班（佐伯
忠彦班長・西条
市）と農事組合法人たちばな（砂田虎善代表・
今治市）が表彰されました。

▲�表彰を受けるＪＡ松山市久久万高原ト
マト部会の渡部部会長

●ＪＡグリーンえひめ収穫祭

親子芋掘り体験などで交流深める
　東温市の農産物直売所「ＪＡグリーンえひめ」
は、10月23日～10月25日の３日間、「実りの秋 
収穫祭」を開催しました。
　期間中は、先着30組の親子を対象に「親子芋
掘り無料体験会」、とれたて芋の「ふかし芋販
売」、出荷会員による「芋炊きお接待」、卵のつ
かみどり、2,000円以上お買い上げのお客様を
対象にしたお楽しみ抽選会などを実施し、生産
者と消費者の交流を深めました。親子芋掘り体
験では袋いっぱいにサツマイモと里芋を収穫。
子どもたちは「土が硬くて大変だったけど、楽

しかった」「焼
き芋にして食べ
る」と笑顔を見
せていました。
　なお、10月27
日には、毎年恒
例となっている
地元の南吉井保
育所の園児53人
が芋掘り体験を楽しみ、「皆でおやつで食べる」
と嬉しそうに芋を持ち帰っていました。

●第7回「子ども野菜の絵コンクール表彰式」

年中部門金賞の玉井紗衣ちゃん等表彰
　伊予市下吾川のＪＡえひめアイパックス㈱
ファーマーズマーケットいよっこらは、10月24
日と25日の２日間「秋の大収穫祭」を開き、伊
予牛「絹の味」黒毛和牛骨付きモモ肉の丸焼き
や餅つき、野菜・みかん詰め放題など多彩な催
しを実施して賑わいました。
　25日には、第７回「子ども野菜の絵コンクー
ル表彰式」を開き、年長部門でいよっこら運営
協力会会長賞を受賞した小林慧紋くん（青葉幼
稚園）など入賞者26人を表彰。出品作品は、収
穫祭の期間中会場内で展示して、来店客を楽し
ませました。
　年中部門でＪＡえひめアイパックス㈱社長賞
を受賞した玉井紗衣ちゃんは、「大好きなトウ
モロコシを食べる自分の絵を描きました。お絵
描きが好きなので入賞してうれしい」と笑顔を
見せていました。

　このほかの金賞入
賞者は次の皆さん

（敬称略、カッコ内
は幼稚園名）。
◆年少部門：【いよっ
こら店長賞】高石聖
太（青葉幼稚園）【金
賞】渡部優多乃（伊
予幼稚園）、中野琉
叶（エンゼル幼稚園）
◆年中部門：【ＪＡ
えひめアイパックス㈱社長賞】玉井紗衣（青葉
幼稚園）【金賞】伊藤颯久（郡中幼稚園）、黒田
菫（とりのき保育所）
◆年長部門：【いよっこら運営協力会会長賞】
小林慧紋（青葉幼稚園）【金賞】壬生綾斗（か
らたち幼稚園）、中村芽依（愛光幼稚舎）

▲�年中の部でＪＡえひめアイパッ
クス社長賞を受賞した玉井紗衣
ちゃん

15



R E A D E R S 通 信

編 集 後 記
今月の
クイズ

10
月
号
の
答
え
は
「
朝
採
り
た
ま
ご
」
で
し
た
。

た
く
さ
ん
の
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

厳
正
な
抽
選
の
結
果
、
次
の
10
人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
１
、０
０
０
円

分
を
お
送
り
し
ま
す
。

仲
元　

妙
子
さ
ん
（
伊
方
町
）	

石
村
て
る
み
さ
ん
（
四
国
中
央
市
）

阿
部　

節
男
さ
ん
（
今
治
市
）	

寺
尾　

智
美
さ
ん
（
四
国
中
央
市
）

井
上　

喜
美
さ
ん
（
八
幡
浜
市
）	

伊
藤
ち
え
み
さ
ん
（
西
条
市
）

楠　
　

裕
子
さ
ん
（
松
山
市
）	

田
村
恵
美
子
さ
ん
（
今
治
市
）

武
田　

五
月
さ
ん
（
西
条
市
）	

相
原　

靖
志
さ
ん
（
松
山
市
）

当
選
者
発
表

締　

切　

り

平
成
28
年
１
月
18
日
（
当
日
消
印
有
効
）

発　
　
　

表
「
あ
ぐ
り
～
ど
」
２
月
号
で
発
表
し
ま
す
。

折
り
込
み
ハ
ガ
キ
に
ク
イ
ズ
の

答
え
と
本
誌
に
対
す
る
ご
意

見
・
感
想
な
ど
を
お
書
き
添
え
の
上
、
ご
郵
送
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法

ク
イ
ズ
に
正
解
し
た
方
の
中

か
ら
抽
選
で
、
図
書
カ
ー
ド

１
、０
０
０
円
分
を
10
名
様
に
さ
し
あ
げ
ま
す
。

プ
レ
ゼ
ン
ト

【訂正とおわび】
11月号11ページの愛媛県園芸大会
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思
い
ま
し
た
。

	
	

（
八
幡
浜
市
・
岡　

葉
子
さ
ん
）

●
農
業
体
験
ツ
ア
ー
。
こ
う
い
う
事
業
は
た
く
さ
ん
し
て

ほ
し
い
で
す
ね
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
農
業
に
興
味
を
持

ち
、
一
人
で
も
多
く
体
験
し
て
農
業
を
や
っ
て
み
た
い

と
思
う
こ
と
が
大
事
で
す
。
野
菜
を
育
て
る
と
い
う
こ

と
は
毎
日
の
生
長
が
楽
し
み
で
元
気
を
も
ら
っ
て
い

ま
す
。

	
	

（
大
洲
市
・
矢
野　

直
美
さ
ん
）

●
自
分
も
２
人
の
子
供
が
い
ま
す
の
で
、
体
験
ツ
ア
ー
な

ど
が
各
地
で
あ
る
の
を
知
り
、
参
加
し
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
も
農
業
や
食
に
つ
い
て
勉
強
し

て
も
ら
い
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

	
	

（
松
山
市
・
中
野　

智
さ
ん
）

★
編
集
部
よ
り
…
体
験
ツ
ア
ー
の
募
集
は
、
え
ひ
め
愛

フ
ー
ド
推
進
機
構
や
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
都
度
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
知
り
合
い
の
方
な
ど
に
も
ぜ
ひ
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

●
親
子
で
体
験
ツ
ア
ー
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
ね
。
私
も

子
育
て
の
頃
、
こ
の
よ
う
な
企
画
が
あ
れ
ば
常
に
参
加

し
て
楽
し
ん
だ
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

簡
単
に
で
き
る
季
節
の
野
菜
レ
シ
ピ
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

	
	

（
今
治
市
・
四
田　

悦
子
さ
ん
）

●
Ｔ
Ｈ
Ｅ
・
ね
っ
と
わ
ー
く
「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
農
畜
産
物

消
費
拡
大
運
動
」
を
読
ん
で
。
私
も
毎
年
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
農
畜
産
物
消
費
拡
大
運
動
に
協
力
し
て
い
ま
す
。
以

前
ニ
ュ
ー
ス
で
紹
介
さ
れ
て
い
た
、
ら
く
れ
ん
と
愛
媛

大
学
の
共
同
研
究
の
成
果
で
誕
生
し
た
ド
リ
ン
ク
ヨ
ー

グ
ル
ト
が
今
回
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
セ
ッ
ト
に
入
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
、
さ
っ
そ
く
飲
ん
で
み
た
い
と
思
い
購

入
し
ま
し
た
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
も
み
き
ゃ
ん
が
い
て
可
愛

く
、
柑
橘
の
加
工
の
際
に
出
る
皮
な
ど
も
無
駄
な
く
使

い
、
一
番
気
に
な
っ
た
の
は
花
粉
に
悩
む
人
に
お
す
す

め
な
こ
と
で
す
。さ
っ
そ
く
主
人
と
い
た
だ
き
ま
し
た
。

飲
み
や
す
く
美
味
し
い
。
こ
う
い
っ
た
共
同
開
発
が
大

好
き
で
す
。
食
品
の
捨
て
る
部
分
が
出
な
い
よ
う
、
い

ろ
い
ろ
な
商
品
の
開
発
が
楽
し
み
で
す
。

	
	

（
大
洲
市
・
矢
野　

博
子
さ
ん
）

●
統
計
Ｂ
Ｏ
Ｘ
を
読
ん
で
。
私
た
ち
果
樹
園
で
耕
地
利
用

が
あ
っ
た
ら
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
の
地
域
で
も
荒
廃

園
が
目
立
っ
て
増
え
て
き
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
、

高
齢
化
で
農
業
を
や
め
る
人
が
増
え
て
い
る
せ
い
で
す

ね
。
新
し
い
果
樹
の
品
種
な
ど
が
あ
っ
た
ら
教
え
て
く

だ
さ
い
。

	
	

（
八
幡
浜
市
・
米
花　

佐
智
子
さ
ん
）

●
ふ
る
さ
と
エ
ッ
セ
ー
を
読
ん
で
、「
農
業
っ
て
素
晴
ら

し
い！
」
と
思
っ
て
く
れ
る
人
が
増
え
て
、
次
世
代
農

業
者
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
誕
生
し
て
く
れ
る
よ
う
、
愛
の
葉

（
え
の
は
）
ガ
ー
ル
ズ
、
農
業
生
産
法
人
ｈ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
活
躍
に
期
待
し
ま
す
、
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

	
	

（
内
子
町
・
奥
田　

愛
梨
さ
ん
）

●
エ
ッ
セ
ー
を
読
ん
で
。
最
近
で
は
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｏ
が
農
業

ア
イ
ド
ル
と
話
題
を
呼
ん
で
い
ま
す
が
、
憧
れ
の
ア
イ

ド
ル
が
き
っ
か
け
で
農
業
に
魅
力
を
感
じ
る
若
者
が

き
っ
と
増
え
る
は
ず
で
す
。
農
業
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝

え
る
た
め
に
、使
命
感
を
持
っ
て
頑
張
る「
愛
の
葉
ガ
ー

ル
ズ
」
素
敵
で
す
。
応
援
し
ま
す！	

	
	

（
今
治
市
・
高
山　

亜
希
さ
ん
）

●
鮮
度
に
こ
だ
わ
っ
た
「
朝
採
り
た
ま
ご
」
の
販
売
開
始

の
記
事
を
読
ん
で
。
み
な
み
く
ん
だ
け
で
な
く
、
早
く

今
治
の
方
で
も
買
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
い
い
と
思
い

ま
す
。

	
	

（
今
治
市
・
村
上　

瞠
さ
ん
）

●
朝
採
り
た
ま
ご
も
30
個
ま
と
め
て
買
う
と
食
べ
終
わ
る

★今年はＴＰＰ大筋合意、農協法
改正など農業に大きな影響を
及ぼす動きのあった年でした。
こうした中、第36回「ＪＡ愛媛
県大会」が開かれ、28年度か
ら３年間のＪＡグループ愛媛
の取り組み方向が決まりまし
た。特集では抜粋して紹介し
ましたので、ご確認ください。	
	 （正直）
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〈作り方〉
①　春菊は茹でて冷水に取り、３㎝に切る。エリ
ンギは薄切りにし、茹でてザルに入れ、冷ます。

②　サツマイモは１㎝角の拍子切りにし、レンジ
にかける。

③　アーモンドは細かく刻む。ツナ缶は余分な油
を切る。

④　ボウルにⒶを入れてよく混ぜ、①、②、③を
加え、さっくり合わす。

〈作り方〉
①　春菊は茹でて冷水に取り、水気を絞り、１㎝
幅に切る。

②　ニンジンは２㎝の千切りにし、茹でる。食用
菊は花びらを取り、酢を入れた湯で茹で、流
水でさらす。

③　鍋にⒶを入れて加熱し、ニンジンを加え、水
溶き片栗粉でとろみをつける。

④　ブリは一口大に切り、小麦粉をまぶす。厚揚
げは一口大に切る。

⑤　フライパンに油を熱し、ブリの両面を焼き、
厚揚げを加えて焼く。

⑥　③を温め、水気をよく切った春菊と食用菊を
まぜあわせて、ショウガ汁を加えて味を調える。

⑦　器に⑤を盛り、⑥の餡をかける。

春菊のアーモンド和え ブリと厚揚げと春菊あんかけ春菊と豚肉のオイスター炒め

〈作り方〉
①　春菊と豚肉は５㎝幅に切る。
②　カボチャは１㎝の拍子切りにし、レンジにか
ける。パプリカは薄切りにする。

③　フライパンに油を熱し、Ⓐを入れて香りをだ
し、豚肉とパプリカを炒める。

④　カボチャを加えて、Ⓑを入れ、最後に春菊、
白ネギ、ゴマ油を加え、サッと炒め合わせて
味を調える。

〈材料・４人分〉　　※1人あたり約138kcal
春菊	 １束
エリンギ	 １パック
サツマイモ	 1/2本（約60ｇ）
ツナ	 １缶
アーモンド	 30ｇ
　ダシ	 大さじ３
　砂糖	 大さじ１
　醤油	 小さじ１
　味噌	 小さじ１

〈材料・４人分〉　　※1人あたり約250kcal
ブリ	 ２切
小麦粉	 適量
厚揚げ	 ２丁
サラダ油	 大さじ１
春菊	 １束
ニンジン	 1/4本（約30ｇ）
食用菊（黄）	 １輪
酢	 少々
　ダシ	 360㏄
　塩	 小さじ1/2
　ミリン	 大さじ２
　薄口醤油	 小さじ１
ショウガ汁	 小さじ１
水溶き片栗粉	 大さじ２～

〈材料・４人分〉　　※1人あたり約170kcal
春菊	 １束
豚肉（スライス）	 160ｇ
カボチャ	 1/8個（約100ｇ）
パプリカ（赤）	 1/2個
白ネギ（みじん切り）	 1/2本
　ニンニク（みじん切り）	 １カケ
　ショウガ（みじん切り）	 １カケ
　輪切り唐辛子	 ３～５個
サラダ油	 大さじ１
　中華ダシ	 100㏄
　砂糖	 小さじ１
　醤油	 大さじ１
　オイスターソース	 大さじ１
ゴマ油	 小さじ１

指導／学校法人愛媛学園　（愛媛調理製菓専門学校）大佐古 正子先生

▲

（
左
）
春
菊
と
豚
肉
の
オ
イ
ス
タ
ー
炒
め
、（
右
）
ブ
リ
と
厚
揚
げ
と
春

菊
あ
ん
か
け
、（
中
後
）
春
菊
の
ア
ー
モ
ン
ド
和
え

Ⓐ

Ⓑ

Ⓐ
Ⓐ

独特の香りが自律神経にも効く～
栄養素もバツグン！の、和製ハーブ

今月の素材

春　菊

NOW NOWCOOKING
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この冊子は再生紙を使用しています。

環境に配慮した植物油インキ
を使用しています。
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